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第３回 村上市地域公共交通活性化協議会 会議録 

  

１．開催日時：令和２年２月７日（金） 午前９時３０分から午前１０時４５分 

 

２．開催場所：村上市生涯学習推進センター ２階 大・中会議室 

 

３．出席者：（※敬称略） 

【出席委員】古田委員（村上営業所 所長 鈴木優輝 代理出席）、大滝(徳)委員（（株）瀬波タクシ

ー常務取締役 高橋ムツ子 代理出席）、吉澤委員（専門官 滝澤 康 代理出席）、渡辺

(隆)委員（副所長 徳橋良幸 代理出席）、髙橋委員、伊与部委員、川内委員、田澤委

員、会田委員、大嶋委員、阿部委員、斎藤委員、五十嵐委員、忠委員、鈴木委員、 

川﨑委員、佐々木委員、渡邉(毅)委員、富樫委員、岩田委員、加藤委員、山貝委員、

小田委員、菅原委員 

 

【欠席委員】 三本委員、佐々木(里)委員、佐野委員、大滝(愼)委員 

 

【委員以外】 岩船タクシー㈱、㈱はまなす観光タクシー、藤観光タクシー㈱、 

 

【事 務 局】  山田、前川、増子、小野寺（村上市） 

 

４．傍聴者：０人 

 

５．会議次第 

１ 開 会 

２ 挨 拶（会長） 

３ 議 事 

〔報告事項〕 

（１）   各事業の利用状況について 

（２）   村上総合病院移転に伴う路線バスの乗り入れについて 

（３）  村上市地域公共交通計画（仮称）策定について 

（４）  山北地区のタクシー運行について 

〔協議事項〕 

議題1  山北地区のりあいタクシー運行廃止について 

議題2  山北地域（越沢地区）のりあいタクシー運行廃止について 

議題3  令和２年度事業計画（案） 

議題4  令和２年度予算（案） 

議題5  村上総合病院移転に伴う協議会委託路線の乗り入れについて 

 ４ その他 

 ５ 閉 会 

 

６．会議資料 

【配付資料】◇議事次第  ◇出席者名簿  ◇配席図   

【議事資料】資料1．各事業の利用状況について 

資料2. 村上総合病院移転に伴う路線バスの乗り入れについて 

資料3. 村上市地域公共交通計画（仮称）策定について 

 



 - 2 - 

議題1. 山北地区のりあいタクシー運行廃止について 

議題2. 山北地域（越沢地区）のりあいタクシー運行廃止について 

議題3. 令和２年度事業計画（案） 

議題4. 令和２年度予算（案） 

議題5. 村上総合病院移転に伴う協議会委託路線の乗り入れについて  

 

７．会議経過 

議事次第 

１ 開 会 

〇山 田 事 務 局 長：それでは、ただいまより令和元年度第３回村上市地域公共交通活性化協議会

を開催させていただきます。 

          私、本協議会事務局長で自治振興課長の山田と申します。本日の進行を務め

させていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

          それでは、開会に当たりまして、本協議会の会長であります高橋邦芳村上市

長がご挨拶を申し上げます。 

２ 挨 拶（会長） 

〇高 橋 会 長：皆さん、おはようございます。今日は第３回になりますけども、村上市にお

ける地域公共交通活性化協議会、今年は暖冬が続き、暖冬少雪ということで、

年明けから環境としては雪のない村上、非常に珍しい状況だったんでありま

すけども、一昨日から雪模様になりまして、少し道足が悪い中お集まりをい

ただきまして、ありがとうございました。また、副会長をお願いしておりま

す佐野教授、ちょっと体調を崩されまして、今日ご欠席という連絡頂いてお

ります。皆様方も、くれぐれも体調にはご留意をいただきたいと思っている

ところであります。 

          公共交通の関係、この村上市全域のネットワークにつきましても、関係機関

の皆様方から格段のお力を頂きながら、しっかりとお進めさせてきていただ

いているところでありますけども、なかなか厳しい状況であります。その中

で、今日も少しご報告を申し上げなければならないわけでありますけども、

山北地区のタクシー事業者がなかなか経営が難しいというお話であります。

そうすると、我々の市の中にタクシーが運行できない状況があるというのが

現実に目の前にあるわけです。ですから、こういうものにつきましては、や

はりしっかりとそれに対してどう対処していくのかということも含めて、こ

れは民間事業者の経営でありますので、こういうことは必ず可能性としては

あるわけでありますから、それを想定しながらということであります。たま

たま年明けなんですけども、徳洲会病院のほうにお邪魔をいたしましたとき

に、山北タクシーさんがちょうど玄関に止まられて、そこから多分通院に来

られた方なんだろうと思うんですけども、降りたわけです。それで、これ４

月からどうするんだろうかというようなことで、非常に悩ましい状況であり

ました。これが現実であります。我々は、行政としてまたやれること、これ

限りあるわけでありますけども、しっかりとその辺のところは関係機関の皆

様方と連携をしていかなければならないなと思っているところであります。

そういったことも含めて、これは山北に限ったことでなくて、各地区にある

状況であります。そんなところをまた忌憚のないご議論いただければありが

たいなと思っております。 

          今年12月、村上総合病院開院をするわけでありますけども、路線バス運行の

バス事業者の皆様方、本当にありがとうございました。いろいろな形でまち
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の形が変わる、その拠点施設が移動するというところに対して、どういった

交通ネットワークを構築していくのか、非常に難しい問題ではありますけど

も、市民の生活に直結する部分であります。そういったところも含めて、こ

れからいろいろな形でさま変わりしていくところにしっかりとレスポンスよ

く対応していくことが大切だなと思っているところでありますので、よろし

くお願いをいたしたいと思っております。 

          村上市の人口も、年を明けまして５万9,000少しというところまで落ちてきて

おります。そうした中で、面積は変わりありません。道路の延長も変わりあ

りません。集落の、町内の数も変わりありません。そういった中で、どうい

うふうな交通ネットワークをそこに構築をしていくのかというのがこれから

の待ったなしの課題だと思っております。そうした中で、国のほうでも過疎

地域の支援策として、例えばコンパクト・プラス・ネットワークであります

とか集落の拠点化ですとか、いろんな仕掛けをしていただいているところで

あります。そういったメニューをしっかりとアンテナを張って、それをチョ

イスしながら、この村上にマッチングできるような形というものを少ししっ

かりと研究もしながらではありますけども、作り上げなければならないかな

と思っているところであります。 

そうした中で、令和２年度からでありますけども、国の地方税制の形が大き

くさま変わりをします。そういった中で、地域再生事業にかかわる部分につ

いての交付税措置が新たに構築をされました。これは全国都道府県、市区町

村合わせて4,200億という予算が投入されるわけでありますけども、市町村に

はその半分の2,100億が配分されるという仕組みになります。これ、総務省の

マターでありますけども、そういったものを活用する、これは一般財源化し

ていますので、そういったものも投入をしながら、いろいろな形でその地域

の課題に向き合っていかなければならないなと思っているところでありま

す。皆様方には、そうした目の前にある課題、さらには５年後、10年後の課

題、さらには半世紀後の村上市の姿、こういうものを見据えた中でこの交通

ネットワークというものを議論いただければありがたいなと思っておりま

す。 

その一つの、今回ああ、なるほどこういうことになるのかと思ったのがあり

ましたんで、ご紹介を申し上げたいと思いますけども、実は村上市スクール

バス、雪のない時期、３月後半、４月から11月まで大体50台のスクールバス

が走っています。各学校をネットワークしているんですけども、冬場になる

とこれプラス20数台で80台弱のスクールバスが走ります。でも、今年雪あり

ませんでした。結果として、雪があってもなくてもこのタイミングで動いて

いるというのが今の仕組みです。これが雪のないときには動かないでもいい

のかどうかという部分の議論と、逆に雪があろうがなかろうが全部そういう

形でネットワークを構築したときに、道路の安全確保というのは非常に子供

たちにとってはプラスになるわけです。今一生懸命歩道整備とか道路敷の安

全確保ということで、安全、安心のメニューで対応していますけども、これ

が自動車輸送、自動車移動によると、それがまた別な視点で物事を考えなけ

ればならないなと実はちょっと思いました。そんなところも含めて、道路の

上を走る自動車という概念とその仕組み全体をどういうふうな形でこれから

構築していくのかというところを皆さんとしっかり議論していきたいと思っ

ております。 

いよいよ５Ｇの世界になります。できれば、ローカル５Ｇという形で一つの
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エリアを特定しながら、そんなものが有効に活用されて市民の生活の足、そ

れぞれ市民一人一人の足の性質というのは違うわけでありますから、通学で

あったり、通院であったり、買いものであったり、娯楽であったり、そうい

うところをやはりしっかりと分析をしながら、その検証に基づくエビデンス

に基づいて物事を作り上げていくということが多分この協議会でご議論いた

だく部分なんだろうと思っておりますので、そこのところを年の初めに当た

りましてお願いをしながら、今日の協議会に臨んでいきたいと思っておりま

す。本当にお忙しい中、ありがとうございました。 

〇山 田 事 務 局 長：ありがとうございました。 

３ 議 事 

〇山 田 事 務 局 長：続きまして、次第の３になります。議事に入ります前に、本協議会の成立に

ついてご報告させていただきます。本日の出席者でございますが、お配りし

た名簿のほうをご覧いただければと思います。過半数以上の出席をいただい

ておりますので、規約第11条第２号により本協議会は成立しておりますこと

をご報告させていただきます。 

          また、本日の出席者につきましては、個別のご紹介は控えさせていただきま

すが、名簿番号９番、新潟交通労働組合観光バス部会阿賀北支部の議員交代

がございました。川内分会長が新たに議員となられましたので、委嘱におき

ましてはお席に置かせていただきました。ご確認を願えればと思います。ま

た、本日は公共交通事業者様にもオブザーバーとして出席をいただいており

ますので、あらかじめご了解願います。 

          それでは、議事に入りますが、会長が協議会の議長を務めることになってお

りますので、これより会長による議事の進行をお願いいたします。 

〔報告事項〕 

 （１） 各事業の利用状況について（資料１） 

〇高 橋 会 長：それでは、よろしくお願いします。 

          報告事項の１点目、各事業の利用状況について、事務局から説明願います。 

〇事 務 局：－－－資料１に基づき詳細に説明－－－ 

〇高 橋 会 長：ありがとうございました。 

今の解説のところにもあったんだけども、固定しているのと大幅な増減がな

いというところあるんだけども、そのほかの少し詳細の分析はしている。例

えばまちなか巡環バスだとインバウンドが確実に伸びているんで、そういう

意味ではこの影響もあるんだかなというのと、高速のりあいタクシー、これ

はこっちは固定しているよね。通院利用にしているのというのはあるんだけ

ども、ほかのところの傾向と対策みたいなやつというのは分析はしていない

の。 

〇事 務 局：そうしましたら、お答えになっているかどうかという点はありますが、個別

の分析は行っていないのが今の現状です。ただ、まちなか循環バス、せなみ

巡回バスについては、利用者が伸びているなという実感はございます。これ

は、今ほど市長がおっしゃったように、インバウンドというのは観光客の方

が瀬波ですと温泉の区間を回っていますので、利用者が増えているんだと、

ほかは何のために乗っているということは言えないんですけれども、個別の

分析までは現在手が回っていない状態でございました。 

〇高 橋 会 長：皆様方からご発言ありましたらいただきたいと思いますが、いかがでござい

ましょうか。実績でありますので、特によろしゅうございますか。 

          （異議なしの声あり） 
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〇高 橋 会 長：ありがとうございます。それでは、１点目の利用状況についてのご報告をこ

れで終了させていただきます。 

 （２） 村上総合病院移転に伴う路線バスの乗り入れについて（資料２） 

〇高 橋 会 長：次に、村上総合病院移転に伴う路線バスの乗り入れについて事務局から説明

願います。 

〇事 務 局：－－－資料２に基づき詳細に説明－－－ 

〇高 橋 会 長：これ循環バスとの接続もするんだよね。 

〇事 務 局：そうです。駅のところで。 

〇高 橋 会 長：まちなか循環バス。 

〇事 務 局：まちなか循環バスとせなみの巡回バスにつきましては、協議会運行のバスに

なりますので、協議事項の５のほうで説明をさせていただきたいと思います。 

〇高 橋 会 長：ありがとうございました。バス事業者さんのほうのバス路線の乗り入れにつ

いて冒頭ご報告という形でご説明申し上げました。 

皆様方からご発言いただきたいと思いますが、いかがでございましょう。 

最終的に確定するのはいつなんだか。 

〇事 務 局：はっきりしたところはまだ詰めていなかったです。 

〇高 橋 会 長：市民に対する周知はどのくらいの期間イメージしているんだ。一般的にダイ

ヤの改正になると、例えば半年前とか３カ月前とかという形でアナウンスし

ていくよね。 

〇事 務 局：９月か10月辺りに周知したいと考えております。 

〇古 田 委 員：高根線ですけれども、本計画のほうで説明したけども、北線に入っているこ 

 （代理  鈴木） っち側のほうを山居町から国道のほうへちょっと変える予定にしております

ので、お客様には大体ですと２週間前ということにはなっているんですけど

も、ちょっとルート大幅に変えることもあるので、１カ月、２カ月、できる

限り期間をとって皆様に周知させていきたいなとは考えております。 

〇高 橋 会 長：ありがとうございます。でも、意外と短いんですね、ダイヤ変更２週間ぐら

いというのは。 

〇古 田 委 員：この先利用状況が大幅に変わりますので、その辺は時間１カ月、２カ月かけ 

 （代理  鈴木） てちょっと時間かけて周知させていきたいなとは思っております。 

〇高 橋 会 長：ありがとうございます。利用者の利便性確保が第一だと思いますので、また

しっかりと協議させてもらいたいと思いますので、よろしくお願いします。 

          皆様方からよろしゅうございますか。 

          （異議なしの声あり） 

〇高 橋 会 長：それでは、２点目の報告事項、以上のとおりとさせていただきます。 

 （３） 村上市地域公共交通計画（仮称）策定について（資料３） 

〇高 橋 会 長：続きまして、３点目、村上市地域公共交通計画（仮称）の策定についてご報

告を申し上げます。 

〇事 務 局：－－－資料３に基づき詳細に説明－－－ 

〇高 橋 会 長：それでは、ただいまの報告につきまして皆様方からご発言ありますでしょう

か。内容につきましては、この後協議ということでありますけども、スケジ

ュールこの形で進めさせていただきたいと思いますので、よろしゅうござい

ますか。どうぞ、佐々木委員。 

〇佐 々 木 委 員：国土交通省北陸信越運輸局の佐々木でございます。さっき検討したコメント

にはないんですけれども、ちょっと事務局の説明について補足といいますか、

私のほうから一言申し上げます。先ほど一番最後に申し上げた、事務局から

もあったように、この地域公共交通計画を作るということは、国交省の法律
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に基づいてやるというようなことになっております。国交省としても、地域

交通というのはバス事業者とかタクシー事業者だけではなくて、地域、自治

体も積極的に関与してネットワークの充実を図って、維持を図っていくと、

そういうようなことから自治体としていろんな関係者と計画作りましょう

と。それに基づいて、みんなでその地域のことを考えて実行し、維持するよ

う図っていきましょうと、そういうような趣旨で法律を作っていて、今回の

この資料３の策定というのは、その法律に基づいた計画を作っていただくと、

そういう形になっております。ちょっと口頭だとなかなか認識しにくいかと

思いますので、来年度以降いろいろと本協議会などにもそれなりに私どもと

しても、例えばちょっと事務局と相談でございますけど、資料とか配付させ

ていただいたりしていきたいと思っています。 

          それから、最後に関係した話があったんですけれども、まさに今仮称のつい

ていた法律が変わりまして、計画の名前も変わるというような現状でござい

ます。まだ国会を通っていないので、引き続きわかりませんけれども、本日

の８時からの閣議において法律の改正の閣議決定をされておりますので、国

交省としても国会に速やかに提出いたしまして、審議の上、改正案を施行さ

せてまいりたいと思っておりますので、私もこういった協議会に出させてい

ただいて、いろいろな地域、私ども管内144の自治体の皆様とおつき合いして

おりますので、いろいろとほかの地域の事例ですとか取組みとか、あるいは

学識経験者等においてはいろいろとコメントさせていただければと思ってお

りますので、よろしくお願いします。 

〇高 橋 会 長：ありがとうございました。本当に地域の実情踏まえた形で法のたてつけを作

っていただいていると思っておりますし、また先日総務大臣政務官のうちの

３区選出の斎藤洋明政務官のところへ行かせてもらったんですけども、総務

省メニューと国交省メニューとのリンクを含めて、この過疎地域の公共交通

の支援策という部分についてもちょっとご提言を申し上げまして、秘書官の

ほうからは国交省へのアテンドをしてもらうということにさせてもらってい

ますんで、また引き続きいろいろと情報をいただければと思っております。

ありがとうございます。 

          ほかに皆様方からご発言ございませんでしょうか。よろしゅうございますか。 

          （異議なしの声あり） 

〇高 橋 会 長：ありがとうございました。 

 （４） 山北地区のタクシー運行について 

〇高 橋 会 長：それでは、報告事項の４点目、山北地区のタクシー運行について事務局から

説明申し上げます。 

〇事 務 局：こちらにつきましては、口頭によりご報告をさせていただきます。 

          先ほど市長、会長のほうから話がございましたけども、山北地区唯一のタク

シー会社である山北タクシーが今年度いっぱい、令和２年３月末でタクシー

業を廃業することになりました。以前からタクシーの売上げが減っており、

経営が厳しいというお話は伺っておりました。そこで、関係課と協議してお

りました。タクシー業を継続するための手だてとして、市の行っている既存

の事業を請け負うことも含め、協議を重ねてきましたけども、結果的には継

続は難しいとのことでした。 

          その後、市内のほかのタクシー会社とその地区の運行について対応について

協議をいたしましたが、移動距離が長く、山北地区に営業所を設けるにして

も、関係法令上営業所には５台以上の車両を配備しなければならないという
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ことから、対応ができないということでした。また、山形県の温海地区のタ

クシー会社による対応についても検討しましたけども、山北地区にタクシー

の営業区域を広げるには、山北地区に営業所を設ける必要がございます。こ

のため、同様に５台以上の車両を配備する必要が生じます。さらに、個人タ

クシーを山北地区で行えないかというようなことで運輸局のほうに照会をさ

せていただきましたけども、人口が30万人以上の都市を抱える区域でないと

行えないということでした。 

山北タクシーの廃業によりまして、本協議会の山北地区のりあいタクシーと

山北地域（越沢地区）のりあいタクシーの運行の件につきましては、この後

の協議事項議題１、議題２でご協議いただきますが、市としまして障害、そ

の他の理由により路線バスや山北徳洲会病院の外来送迎バスの利用が困難

で、これまで自宅からタクシーを利用して医療機関を受診していた方の移動

手段を担保する必要があることから、４月から現在福祉課で行っております

事業で、障害がある方を対象として行っております福祉タクシー利用券の対

象者、こちらは身体障害者手帳の１級から３級、療育手帳で精神障害者１級、

その他と介護高齢課で行っております事業で、要介護認定を受けた65歳以上

で車椅子を必要としている方を対象とした外出支援サービス利用券、タクシ

ー券の対象者につきまして、区域を山北地区内とし、通院を対象とした移動

支援に関する要綱の確定に向けまして、関係各課、山北支所、福祉課、介護

高齢など内部調整を行っているところです。この移動支援につきましては無

償運行とし、新たな対策を行うまでの間の暫定的な対応と考えております。 

          以上です。 

〇高 橋 会 長：すみません、まだ要綱がというか、メニューが明確になっていないから、資

料出ていないのだかもしれませんけど、大分長い説明だったんですけど、ご

理解いただけましたでしょうか。山北地区のタクシー運行がなくなることに

対して、市でそれの代替手当てを暫定的に措置をしようということで今市で

その制度設計しているということが趣旨であります。このことにつきまして

報告をさせていただいたわけでありますが、皆様方から発言ありましたら頂

きたいと思います。 

          制度の確定と予算措置も含めて、どのタイミングで、新年度予算でやると言

ったのだったか、それとも補正でやると言ったのかな。 

          （新年度予算の声あり） 

〇高 橋 会 長：新年度予算だと、今まだ議会にお示しをしていない段階ですんで、詳細につ

いてはお話はできないと、これは役所ルールで申し訳ないんですけども、そ

ういうことですけども、イメージとしては、今のタクシー利用者について、

山北地区限定ではありますけども、それの代替措置を講じていきたいという

制度設計であります。 

          すみません、先ほど国交省の今の法の改正の話も頂いたんですけども、実は

斎藤政務官通じて、この今事務局から申し上げました営業所がなければ営業

できないルール、それも５台なければ駄目だというルール、これは多分この

過疎地域だとなかなか難しいのかなというふうなイメージ。それと、対象エ

リア30万人というと、中核市場になると思います。中核市でも30万超えてい

るところはない状況でありますよね。ですから、その中で個人タクシーがで

きないというのもどうなのということも、少しコメントとしては申し上げさ

せていただいてありますので、国交省のほうでもその旨ご理解をいただけれ

ばと思っております。 
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          皆様からご発言ございませんでしょうか。よろしゅうございますか。 

          （異議なしの声あり） 

〇高 橋 会 長：後ほどの協議の中でまたご議論いただければと思います。 

〔協議事項〕 

  議題１ 山北地区のりあいタクシー運行廃止について 

〇高 橋 会 長：それでは、報告事項予定しましたもの、以上のとおりとさせていただきたい

と思いますが、協議事項の１点目、これ個別にいくんだ。１、２、３とずっ

と個別だか。 

          （１つずつお願いしますの声あり） 

〇高 橋 会 長：１つずつね。議題１の山北地区のりあいタクシーの運行廃止について、これ

についてお諮りをさせていただきます。 

〇事 務 局：－－－議題１に基づき詳細に説明－－－ 

〇高 橋 会 長：ありがとうございました。商店、金融機関等へというイメージでスタートし

たんだけど、これ実績としてこの前報告もらったとき金融機関だけだったと

いう話だったか。 

〇事 務 局：主に村上信用金庫への利用が多かったようです。 

〇高 橋 会 長：想定した内容と利用者の動線が少し違っていたなというような、ちょっと内

部分析はさせていただいているんですけども、この件について、山北タクシ

ーさんの廃業、この部分についてはもう致し方のない部分であります。それ

と、利用実績もそういった状況だったということを踏まえてお諮りをさせて

いただいておりますが、ご発言ありましたら頂きたいと思います。どうぞ、

加藤さん。 

〇加 藤 委 員：一応山北のりあいタクシーについて利用実態なんですけれども、タクシーさ

んがなくなるというところで、非常に危惧しているところなんですけども、

その利用者数の実績という部分に関しては、前にも言ったことあるかと思う

んですけども、皆さんにこの利用の仕方の周知足りなかった。準備はしたん

だけども、これだけでしたよという形は、やっぱりうまくないんじゃないか

と思うんです。ですから、この病院に患者さんとして行ったときに、こうい

う利用できますよというのをやっぱり教えてあげる人が必要だったんじゃな

いか。それは、やはり病院の方が無理でしたら、いろんなＮＰＯもあります

し、ボランティアの人たちもお願いして、こういう利用できるんですよとい

うことを一、二回教えてあげれば、その後よし、じゃとなったと思うんです

けど、わからないうちに始まって、わからないうちに終わるというようなこ

のサービスだったんじゃないかなというふうに思うんです。 

〇高 橋 会 長：11月の協議会のときにその話いただいて、その後事務局どういう対応した。 

〇事 務 局：事業を始めるに当たっては、ケアマネの方とか関係者のほうには事業の説明

は行っていたんですけども、なかなか利用が増えなかったということなんで

すけども、その後徳洲会病院の事務長のところに伺って利用促進というよう

な、そちらのほうは話しさせていただいたんですけども、我々としてはそう

いうことを連絡しました。 

〇高 橋 会 長：前に聞いた後に、うちから別なアクションを起こしたのか聞いているんだけ

ど。 

〇事 務 局：そちらにつきましては、特にほかのアクションについてはしていません。 

〇高 橋 会 長：それは、やっぱりするべきだったよね。ただ、結果としてその運行事業体で

ある山北タクシーさんがチョイスできなくなるという現実があるんで、それ

先ほど申し上げましたとおり、代替措置として、暫定的ではありますけども、
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措置しようと思っておりますので、そこのところも踏まえて今後の周知の在

り方については、しっかりと協議会として対応していきたいと思っておりま

す。厳しいご意見として受け止めさせていただきたいと思います。 

          ほかにございませんでしょうか。ないようでございますが、よろしゅうござ

いますか。 

          （異議なしの声あり） 

〇高 橋 会 長：実態としてこういうことでございますので、これについては、その対処方法

等についてまた近々にお諮りをさせていただきたいというふうに思っており

ます。 

  議題２ 山北地域（越沢地区）のりあいタクシー運行廃止について 

〇高 橋 会 長：それでは、続きまして議題の２、山北地域（越沢地区）ののりあいタクシー

運行廃止についてお諮りをさせていただきます。 

〇事 務 局：－－－議題２に基づき詳細に説明－－－ 

〇高 橋 会 長：それでは、皆様からご発言ありましたら頂きたいと思います。いかがでござ

いましょうか。加藤さん。 

〇加 藤 委 員：これに関しては、やはりタクシー運用するということで、タクシーがなくな

るということで、このタクシーはしようがないと思う。でも寒川までバス来

てますよね。寒川から事業者のほうもありますし、市のほうの協議会、バス

も残るんだけども、これはじゃそれ残すことは困難ですか。 

〇高 橋 会 長：事務局。 

〇事 務 局：具体的な協議はしておりませんでしたけども、これについては協議は可能だ

と考えております。今残すとか残さないとかということを申し上げることは

できませんが、先ほどここで実際に使っている方、一部のそういうふうな話

を申し上げました。高校生、朝の早い時間、こののりあいタクシー自体が朝

の早い時間、７時に寒川駅まで行くというタクシーでございました。その時

間に対応できるであろうかということも１点あるかと思います。越沢まで通

した段階で、ほかの利用者様からも利用していただければどうかというのも

一つの検討材料にさせていただかなければいけないと思っております。 

〇高 橋 会 長：実は、越沢行ったときにバスやっぱり利用者いるんでという話だったんです

けども、結果として今高校生２人だけだったか。 

〇事 務 局：そうです。 

〇高 橋 会 長：そのうちの１人だけが利用しているという状況で、その子は卒業するのかな。 

〇事 務 局：現在高校３年生１名、高校２年生１名ということで、来年になりますと１名

ということです。 

〇高 橋 会 長：その１名が使うのだか、これは。 

〇事 務 局：その１名は、今年も使っていますし、来年も使います。 

〇高 橋 会 長：そこのところをじゃバス事業者の路線バス路線として運行させることなのか

どうかという議論というのは、非常に悩ましいですけども、そこのところで

あります。結果として、市としてはこういう判断をさせていただかざるを得

ないかなということで協議会にお諮りさせていただいているということであ

ります。 

          皆様からご発言ございませんでしょうか。どうぞ。 

〇佐 々 木 委 員：すみません、たびたび申し訳ありません。国土交通省運輸局の佐々木でござ

います。今のご発言の中で、１日１人ということで、その利用者を特定でき

ていると分析をされていること自体がこういう廃止の提案につながっている

のかなと理解をしておるんですけれども、その公共交通の使命というのは何
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かというのを考えていく必要があるのかなと思っています。 

先ほどの資料１の報告の中で、事務局からは説明省略されておりましたけれ

ども、資料１改めてご覧をいただきますと、この表の１ページに図表がある

中で、１人当たり経費というのが下から２段目にあるかと思います。例えば

のりあいタクシー、荒川地区のものであれば3,255円とか、これはその人に自

治体として１人運ぶのに3,000円使っていると。その辺行政の支出としてよし

とするかどうかというような価値観といいますか、そういうことに関わるも

のなのかなと。例えばその送り迎えができるような人たちを運ぶものには、

確かに5,000円でも高いかもしれないけれども、本当にたとえ１人当たりの経

費が8,000円になっても、行政としてやらなければならない人もいるかもしれ

ません。そういうことを考えてやっていく必要があるのかなと。そのための

手段が先ほど申し上げた村上市公共交通計画策定なのか、私はそういうふう

に理解をしていますので、そういう具体的なデータも出してきて、行政とし

てどこまでやっていくかということの議論が進められるといいのかと思って

いる。 

どうかといいますと、例えば路線バスを先ほどたとえ申し上げたように路線

を延ばすことで、高校生が大部分だろうという、そういうことだと思うんで

すけれども、別にそこの地域に高校生だけが住んでいるわけではないと思っ

ていますので、その新たな層の取り込みができれば、それは延ばす価値もあ

るのではないかと、そういうような議論もあるかと思いますので、いろいろ

アンケート調査とかをやっていただいて協議会でお示しいただいて、議論を

進めていくというものではないかなと思っております。失礼いたしました。 

〇高 橋 会 長：ありがとうございます。まさに、根幹に関わる部分なんで、本当にそういう

ことなんだろうと思っております。ぜひ国交省のほうでも、その辺の実情を

本省のほうにも届けていただきながら、こういうのが現実の悩みであります。

そのコスト部分のコスト分析そのものの議論になると、やっぱり今行財政改

革を進めて持続可能な行政運営を、この公共交通のみならず全体でやらなけ

ればならないということを考えたときに、どれだけそこに財政を出動させる

ことができるかという議論。今の形でありますと、公共交通のこの計画にの

っかっていると、そのままストレートに、持ち出しも当然ありますけども、

国予算としてそれを配分されているというふうな状況あります。それに基づ

いてバス事業者が経営をやっているというふうなところだと思いますので、

そこの非常に難しい部分があると思いますけども、ぜひ私自身も今のご意見

非常に共感をさせていただいております。協議会での議論というのは、そう

いう形であるべきだと思って、あとはそれを現実的なそのエビデンスに基づ

いてチョイスをしていく選択、これは財政措置だと思っておりますので、そ

このところが例えばこの協議会のほうでいや、ぜひそれはコストかかっても

やろうというお話であればやれるのかなと思っておりますけども、その議論

を踏まえて、ご意見も踏まえて今うちのほうでは原案としてお諮りをさせて

いただいておりますので、そこのところを協議会の共通の意識として決定を

いただければと思っております。皆様方からまたご発言いただければと思い

ます。 

          ございませんか。国のほうからそういうご意見も頂いている状況ではあるん

でありますけども。なかなか難しい判断だと思いますけども、じゃこのこと

については決定をさせていただいて、引き続きこういう問題意識があるよと

いうことで、皆さんにも共有していただきながら、ここで終わる話でありま
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せんので、これからこの先、ちょうど今年村上市の人口が５万9,000ちょっと

にまで減少しました。ですから、先ほどの資料１で報告した利用者の状況も、

やっぱり世代も変わっています。年齢構成も変わっています。そういった中

で、人口全体が減少していくという形の中でありますので、当然ターゲット

になる利用者は減っているという中なもんですから、その中で新たなそうい

う交通ネットワークを構築していくということの大きな課題に向き合うとい

うことで、今頂いた意見を踏まえながら、これから積極的な議論を進めさせ

ていただきたいと思いますが、議題の２についてはお諮りをさせていただい

た方向で進めさせていただきたいと思いますが、よろしゅうございますか。 

          （異議なしの声あり） 

〇高 橋 会 長：ありがとうございました。その形で進めさせていただきます。 

  議題３ 令和２年度事業計画（案） 

〇高 橋 会 長：それでは、議題３、令和２年度の事業計画についてお諮りをさせていただき

ます。 

〇事 務 局：－－－議題３に基づき詳細に説明－－－ 

〇高 橋 会 長：それでは、事業計画をお示しをさせていただきました。今ほど議題１、２の

ご議論踏まえてということでの事業計画になっておりますが、いかがでござ

いましょうか。加藤委員。 

〇加 藤 委 員：すみません、私ばかりで。高速のりあいタクシー、前回もお願いしたんです

けども、山北から利用ができない。先ほど強力な意見頂いて心強く思ってい

るんですけども、やはり利用する権利があるんじゃないか。離れているから

こそ、この公共交通によってその不利な部分を行政で解消していただけたら

というのがその公共交通の目標でもあるんじゃないかと思っていますが、そ

の辺現行のまま継続していけばいいけど、そこにやはり山北からの利用を検

討するとやっていただけないでしょうか。 

〇高 橋 会 長：当然その意識であります。実は、その辺については私も直接頂いております

ので、現在研究をしています。実態として事業者さんにそこをお願いすると

いうのは、運行時間が長くなっちゃって、多分難しいという状況なんだろう

と思います。相当早くに山北を出なければ、このルートに乗っかることはで

きないということなんで、そこをどう埋めていくかということを大きな問題

意識として持っていますので、ここの中で現行のままこれは動かします。非

常にニーズが、固定はしているんですけど、高い部分なんで、やりますけど

も、そこにプラスとして接続できるような仕掛けをどう持っていけばいいか

という議論はさせていただいておりますので、計画策定の中でまたその辺の

メニューを具体化していければなと思っております。 

          それができた段階で、計画ができる中でそれの評価をいただいて例えば運行

につながっていくということになるのかもしれませんけども、以前に協議会

のほうでもお話しさせていただきましたとおり、今回の４月１日の状況踏ま

えれば、待ったなしのそういう状況もありますので、その辺のところは運輸

局さんのほうとよく連携をさせていただきながら、早く取り組めるものは早

く取り組めるような仕組み、これについても併せて検討させていただきたい

と思っております。書けば良かったんですけども、そのことはしっかり意識

をしております。高橋さん。 

〇大 滝 委 員：村上タクシー協会の代表の代理ということで出席させていただきました高橋 

 （代理  高橋） でございますが、このデマンド型のりあいタクシー、ここにずっと書いてあ

りまして、いろいろ書いてあるんですが、この資料が配付されたのが２月３
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日付の配付でございました。私どもも、皆さんと協力してやっておりますの

で、この内容について検討する時間が非常に短かったということと、まだ市

の方と煮詰めていろいろお話ししたい点もございますので、今ここのところ

では案でございますので、この案のままで推させていただきまして、資料の

中身等の交渉をやらせていただきたいと思います。 

          それともう一点、これはちょっとこの間、窓口のほうへ行きまして、実際に

村上総合病院に行く場合にはピンクの上着を着ていくんです、目立つように

ドライバーが。自分の会社の上着で行きますと、お客様迎えにきたのか、デ

マンドに乗る方を迎えにきたのかわからないので、ピンクの上着を作りまし

て、それが非常にお客様もああ、来たなということで寄ってきますので、い

い目印になっていいなと思っていたんですが、この前、窓口でちょっとお話

ししたいんですけども、腕のところがちょっと傷んできたとかなんかで、在

庫あるんでしょうかということでお尋ねしましたら、いや、在庫はないです

よというふうなことで、もう長くこれ使っていますと非常に傷んできます。

マグネットのほうも風で外れたりしますので、なるべくそういうのは前もっ

てちょっと準備しておいていただきたいということで、予算がないものです

からという答弁ではございましたけれども、どうしても必要なところという

のは、予算のほうもちょっと見ていただいて、考えていただきたいなと思っ

ております。窓口のほうでそう言われますと、それはあと何も言えない状態

になってきますので、その辺のところよろしくお願いいたします。 

〇高 橋 会 長：ありがとうございました。今出た話の、この今案でお示しして、案でお決め

いただいて、その後中身が変更されていくというのはありなんだか。 

〇事 務 局：来年度の事業なんで、この場で決定させていただきたいんですけども、何か

支障があるということなんでしょうか。 

〇大 滝 委 員：いろいろ情報もありますし、これを始めた当初から何度もかかっております。 

 （代理  高橋） やっぱり金額的なことも実際にございますので、今ここですぐ決定してくだ

さいというのは、私としては無理だと思います。もう少し考える余裕をいた

だきたいというのがタクシー会社の話として受け取ってもらいたいんです。 

〇高 橋 会 長：そうすると、詳細事業の部分の変更の要請もあるというふうなことの理解で

いいですか、要するに３ページ以降の個別の。 

〇加 藤 委 員：後ろのほうの関係とか、いろいろ組み合わせて変更させていただいていると

いうことで、お願いしたいと思います。どうしてもこの会でしなきゃいけな

いんですか。 

〇高 橋 会 長：事務局。 

〇事 務 局：４月から始まる事業でして、今回の協議会、今年最後の協議会ですので、こ

の場で決定しませんと、４月から事業開始ができない部分があるかと思うん

ですけども。 

〇高 橋 会 長：詰めてもらって、これで議題はここで保留にして、後で書面協議というふう

な形でもいいんでない。 

〇事 務 局：それは可能ですけど。 

〇高 橋 会 長：各委員の皆さん、いかがでございましょうか。今タクシー事業者の皆さんか

らそういう形で詳細、それを検討する時間がなかったということであります

ので、それもう一回よく見ていただきながら、その中でそれを踏まえて改め

てご提示を申し上げるというような形で、ここの部分書面協議させてもらっ

てもいいですか。お諮りします。よろしゅうございますか。 

          （異議なしの声あり） 
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〇高 橋 会 長：じゃ、この部分については、書面協議をさせていただきますので、今保留に

させていただいて、直ちに関係タクシー事業所さんと協議をスタートしてく

ださい。その後の予算措置の部分については、それ個別の協議会案件でない

と思います。意見は頂きました。その辺については、適宜適切に対応させて

いただきたいと思っております。 

〇大 滝 委 員：ありがとうございます。 

 （代理  高橋）  

  議題４ 令和２年度予算（案） 

〇高 橋 会 長：それでは、そうするとそれに関わる予算というのは関連しているところある

のか。変更になると予算もずれる可能性があるということか。 

〇事 務 局：大幅な変更ということであれば、後で予算も少し変動することもございます。

正直申し上げてどのような点がというところで事前にお話を直接伺っていな

いという部分もありますので、先ほどの話からしますと、そのお話を聞いた

上での調整にさせていただきたいと思います。 

〇高 橋 会 長：わかりました。じゃ、すみません、予算は概要を今ご説明を申し上げて、そ

れが変わる要素もあるんだよということでお含みおきをいただきながら、こ

れから議題４について説明をさせていただきます。 

〇事 務 局：－－－議題４に基づき詳細に説明－－－ 

〇高 橋 会 長：それでは、ここの部分で今歳出側でありますけども、デマンド事業部分が若

干動く可能性があるということでお含みおきをいただきながら、皆様方から

この予算の概要につきましてご意見ありましたらお願いをいたしたいと思い

ます。特によろしゅうございますか。 

          （異議なしの声あり） 

〇高 橋 会 長：それでは、書面協議については、この議題の３と議題の４、これ２つの議案

について書面協議させていただきたいと思っております。 

  議題５ 村上総合病院移転に伴う協議会委託路線の乗り入れについて 

〇高 橋 会 長：それでは、議題の５、村上総合病院移転に伴う協議会委託路線の乗り入れに

ついてお諮りをさせていただきます。 

〇事 務 局：－－－議題５に基づき詳細に説明－－－ 

〇高 橋 会 長：事業者さんと詰めさせていただいた内容ということでお諮りをさせていただ

いておりますが、いかがでございましょうか。いいですか。ご発言あります

か。よろしゅうございますか。 

          （異議なしの声あり） 

〇高 橋 会 長：じゃ、このような形で進めさせていただきたいと思っております。 

          以上、協議事項につきましては以上のとおりとさせていただきますが、それ

では皆様方、議題の３と４については書面でお諮りをさせていただきますの

で、よろしくお願いをいたします。 

４ その他 

〇高 橋 会 長：それでは、次第の４、その他でありますけども、この際皆様方からご発言あ

りましたらいただきたいと思います。いかがでございましょうか。よろしゅ

うございますか。 

          （異議なしの声あり） 

〇高 橋 会 長：ありがとうございました。それでは、以上レジュメのとおり終了させていた

だきたいと思っております。よろしくお願いします。 

〇山 田 事 務 局 長：皆様、ご審議ありがとうございました。今日の議題、議長のほうから申し上

げましたとおり、事業計画、予算案につきましては、協議不足というふうな
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ことがご指摘いただいておりました。この点については、事務局としまして

は反省させて申しさせていただきます。この後、またちょっと連絡して最終

的な案として皆様にまたお届けいただきますので、ご協議のほど願います。 

５ 閉 会（会長） 

〇高 橋 会 長：副会長がいないので、閉会の挨拶もさせていただきますけども、本当にあり

がとうございました。大切なことだと思いますので、我々のこの管内の住民

の皆さんの足に関わること、生活に関わることであります。これは、この雪

の時期からずっと夏も含めて１年間通してのそういった大切な交通ネットワ

ークの話でありますので、そこのところしっかりと議論した上で、それこそ

さっきいろいろな話ありましたけども、やっぱり必要とされる、実際に効果

のあるものでなければならないという側面もあると思いますので、その辺の

ところはそれぞれの現場からしっかりとご意見を頂きながら制度設計してい

くということが大切だなと思っております。 

          今先ほどちょっと高校生の話が出ましたけども、高校生以外にも小学生、中

学生いるわけであります。冒頭お話ししましたとおり、なかなか学校現場も

子供たちが少なくなっていっていて、村上市も学校の統廃合進んでいるわけ

でありますけども、そうしたときにこれが急激にもとに戻るという状況とい

うのは、現時点ではなかなか想定しにくい。これが出生率がどんどん、どん

どん変化していって、２を超えて2.1を超え、2.2を超えとなってきたとして

も、やはり人口が増加傾向に転ずるのには半世紀かかるという計算上なるわ

けでありますので、そうするとここ５年、10年、20年の間というのは、どう

いうふうな形でここに暮らす人たちの足を確保していくのかということが非

常に重要になります。今免許を返納してくれと言っていて、市にもその返納

したのに対してタクシー券もしくは１万円出してくれというような話、各自

治体取り組んでいますけども、１万円使い切ってしまえば、結果として自分

のお金を出して行くということになるわけです。今回山北地区においては、

その出してもタクシーがないという、これが現実でありますから、そこのと

ころをしっかりとやっぱり突っ込んだ議論をし、深掘りしていく必要がある

かなということを今回改めて感じておりますので、非常に今回のご提案あり

がたかったと思いますので、ぜひそこのところはしっかりと取組みをさせて

いただきたいと思っております。 

          そういった状況でありますけども、各関係機関の皆様方それぞれ直接的にご

対応されている皆さんもいらっしゃいますので、住民の皆さんとお話をする

機会もあろうかと思いますので、またいろんな形でご提言を頂ければなと思

っておりますので、そのことをお願いするのと、新たな公共交通計画、これ

について今年度はしっかりとねじり鉢巻でやらなければならないと思ってお

りますので、そこのところは先ほど頂いた国交省からの強いエールだと私は

思っておりますので、そんなところで進めさせていただきたいと思っており

ます。本日は誠にありがとうございました。道足悪いところでありますので、

お気をつけてお戻りをいただきたいと思います。ありがとうございました。 

〇山 田 事 務 局 長：以上をもちまして、第３回村上市地域公共交通活性化協議会を終了させてい

ただきます。委員の皆さん、大変ありがとうございました。 

            （午前１０：４５終了） 


